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生活科

地域に聞かれた学校づくりを

1 e生活科にとって重要なもの

「先生，子どもってすごいですね。ダンゴ

ムシの脚が何本あって，どうやって歩くか。

何を食べるか。おたまじゃくしとナマズはど

こが違うか…。へえー，そうなの，すごいね，

すごいねって言いながら聞いていると，どん

どん新しい発見を教えてくれるんです」。

これは，私の研究室の学生， Mさんの生活

科授業参加後の感想。浜松市立五島小学校

（兼子節雄校長）でのことである。参加した

のは研究会にありがちな周到に準備された特

別な授業ではない。それどころか，担任は卒

業後2年目の若い先生。私たちがいたことも

あってか，とまどいながらの実践であった。

私は，同行した学生に，子どもたちといっ

しょに活動することを指示した。生活科にと

って重要なのは，子どもたちの学びと育ちの

豊かさであって，授業技術ではないと考える

からである。そして，その結果がMさんの感

想。誤解を恐れずに言えば，新卒2年目の先

生でも，子どもたちは元気に育っている。な

ぜか。その秘密は，五島小の子どもたちと生

きる世界を共有する多様な人のネットワーク，

「人のかかわり」の豊かさである。

2・学校だよりで結ぶ人のかかわり

「子どもたちの学ぶ場は学校だけではあり

ません。地域にはすばらしい先生がいます。

先日，学習発表会の折，保護者の作品展を催

しました。地域の皆さんが作品を出品してく

れました。まだまだ他にもたくさんいらっし
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やると思います。ゲートポールのおじいさん，

魚とりの名人，昔の遊びの達人，みんな子ど

もたちの先生です。地域が先生なのです。そ

んな先生に学校に来てもらったり，お宅へ出

かゆたりして，自由に学べる場を作ってい付

たらと思います」。

これは，五島小の鈴木俄一教頭が，学区の

人たちにあて，月に数回，学校の様子を知ら

せるために発行する学校だより「ごとう」の

記事である。鈴木先生は，「ごとう」につい

て，「担任が保護者に出すのが学級だよりで

すから，地域の人たちに学校だよりを教頭が

出すのもいいかなと思いまして。それに，校

長が社会教育行政で活蹟された方のためか，

学校を地域の人たちに聞くことに非常に積極

的なんです。わたしも生活科の活動づくりを

通じて，地域の人たちが子どもたちの先生と

いうことを痛感しました。そのときに，地域

の人たちに助砂てもらうためには，まず学校

と子どもたちの様子を知ってもらうことが第

一だと考えたのですJ と語ってくれた。

「ごとう」は， 2つのルートで配付される。

1つは，学区内にある自治会，老人クラブな

ど各種団体の長と，公民館や駐在所などの公

共施設を通じて配られるルート。もう 1つは，

五島小PTAによる学区内の各地区の地区委

員を通じてのルートである。

この2つのルートを構成する人と人のつな

がりが，子どもたちの学びを支え授付る人と

情報のネットワークとなり， Mさんが感嘆し

た子どもたちの豊かな学びの基盤を構成して

いる。さらにそれは，「総合的な学習J を合

めた新たな教育課程の実践化の確かな基盤と

もなる。そのことを示唆するのが，次の「ご

とう」の記事から選んだ見出しの一覧と内容

の要約。学校から地域へと広がる学びと活動

の場において豊かに育つ子どもたちの姿が，

地域の人たちに定期的に紹介される。

①「どろだらけの田植え」（生活科の活動紹

介／先生は保護者）

②「五島地域に花を．グ 『はまゅう』の皆さ

んといっしょに」（3年生社会科の公民館見

学で出会った花づくりグループとの交流／

先生はグループの人）

③「西島寮と江之島寮のおじいさんとおばあ

さん」（ 3年生が社会科で学区内の高齢者の

施設を訪問した様子の報告／先生は施設の

人たち｝

＠「浜松援護学校との交流」（学区内の聾護学

校との交流授業の報告）

⑤「これからの教育をみんなで考えよう」（中

教審答申，教課審答申，静岡県新世紀教育

計画などのエッセンス）

五島小の子どもたちの活動が学区全体に広

がり，地域の様々な先生に支えられているこ

とが理解できょう。もちろん，学校の中の授

業でも，様々な教科と学年で地域の人が先生

になっている。そして，このような聞かれた

学校づくりの象徴が自由参観日。その様子を

「授業参観から学校参観へ」と題した「ごと

う」の記事から紹介したい。

3・ます，学校を開くことから

「学校というところは，保護者の皆様にと

ってなかなか入りにくい所というイメージが

強いのではないかと思います。ましてや地域

の人々にとってはよほどの用事でもないかぎ

り，校舎内に入る機会もありません。…・・・ま

た月 1回程度， 1時間の授業を参観しただけ

で子どもの姿，学校の考え方を理解してほし

いと願っても全く無理な話です。……そこで，

本年は，せめてし 2回，保護者や地域の皆
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さんが1日じっくりと学校の中を参観して，

子どもたちの生活の様子，学校の施設や設備

の具合等を知っていただけるよう，学校参観

(1日参観）を殺防ました。学校では，要望

があれば，保護者や地域の皆さんにミーティ

ングルームやパソコン室も開放する予定でい

ます。気軽に学校へお出か付ください。学校

は，保護者，地域の皆さん方とともに創りあ

げていくものであり，一体化した時こそすば

らしい学校となります」。

先に紹介したような地域での活動を実践す

る学校は少なくないはずだ。だが， 1つひと

つを感謝の言葉とともに広く地域の人たちに

伝え，その価値を理解してもらうことに努力

する学校がどれほどあるか。なぜこのような

ことが必要か。地域は働き生活する人が中心

で，そのままでは子どもたちを育てる場には

なりにくい。加えて，社会移動と職住分離が

進行した現代社会では，地域は帰る家がある

場としか考えない人が多い。また，学校の教

育方針を理解してくれるとは限らない。地域

は学校を取り巻く環境であっても，子どもた

ちを意図的に育む学習環境ではない。

だが，未来が要求する「生きる力J の育成

は，学校の中のみでは困難。学校の外で生き

て働く力は家庭や地域で生活する人の世界で

しか学び取れない。その意味で子どもにとっ

て地域の全ての人が教師になる。「生きる力J

を培うためには，学校の外で現実に生きて働

く人たちの力と知恵を，子どもたちの学びと

育ちを支え授けることに向けてもらわなけれ

ばならない。そのためにはまず，学校が自ら

を聞くことから始めるしかないことを五島小

の地域での活動や自由参観日の実施が教えて

くれる。地域の教育力は既にあるものではな

く創るものである。そしてその力に支えられ

た， Mさんの感励と称賛の言葉（評価）が，

子どもたちの「知的な気づき」の源泉である

ことも強調しておきたい。

（静岡大学紋授 うまいま 8ゆき）
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